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文型 主語顕在 主語潜在 主語生起不可




補文あり 名詞ガ文コトトする（決定） 〇 〇 〇
名詞ガ文モノトする（決定） 〇 〇 〇
文モノトする（仮定） ╳ ╳ 〇
名詞ガ文トする（引用） 〇 〇 ╳
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「～とする」「～にする」文における主語の存在について （ 105 ）
ことは言うまでもない。意味が規定されない故に自由であること，それを支
える諸要素の力を借りるからこそ多様性が生まれること，これらが「する」
の持つ力でもある。
　主語の存在は当然のことのように考えられている。あるいは，日本語の特
徴として主語が省略される現象は広く知られているが，そもそも主語の必要
のない文があることは興味深い事実であり，それが「する」文において多様
に見られたことを指摘した。また，それが「～とする」文と「～にする」文
の違いであり，意味や用法の違いまでを引き起こしていることがわかった。
　今後は，主語の存在の有無がその他の「する」構文にも見られるか着目し
ながら，引き続き考えていきたい。
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「山本五十六」，新田次郎「孤高の人」，野坂昭如「焼土層」「死児を育てる」「火垂るの
墓」，大岡昇平「野火」，三浦哲郎「驢馬」，三浦綾子「塩狩峠」，村上春樹「世界の終
りとハードボイルド・ワンダーランド」，北杜夫「楡家の人びと」，井上ひさし「ブン
とフン」，阿部公房「砂の女」，太宰治「人間失格」，沢木耕太郎「一瞬の夏」，藤原正
彦「若き数学者」，田辺聖子「新源氏物語」，開高健「パニック」「裸の王様」，宮澤賢
治「オツベルと象」
『IQ84　BOOK１』村上春樹　新潮社　
YOMIURI ONLINE http://www.yomiuri.co.jp/
注
i　筆者は「する」の研究に関心を寄せているため，日本語文全体における主語の存在
を考察するという観点は本稿では取らないし，また取りえない。本稿における結果
が主語の存在についていくらかの参考にすべき知見となることを目指す。
ii　つまり，他動詞構文と自動詞構文がある。
iii　出典のある例文はすべて実例である。新聞記事は日付のみ付した。
iv　寺村秀夫（1975）による。外の関係とは「底の名詞（被修飾語）にどのような格
助詞をつけても修飾部のどこにも納めることができないもの」である。
v　意味・用法に関する詳細な研究は別稿（2013）を参照されたい。
vi　「文ものとした」例は新聞では見つからなかった。
vii　この文型には他に「名詞ガ名詞ヲ名詞トイウコトニする」「名詞ガ名詞ヲ名詞ノヨ
ウニする」もあるが，その代表として「名詞ガ名詞ヲ名詞ニする」を挙げた。
